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宮城県大河原教育事務所 指導班

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果から，大河原教育事務所管内と全国の正答率の
かい離が大きかった各教科の設問について，指導班で分析しました。今回は中学校国語の問題
を見ていきます。小学校でも参考にしていただければと思います。

中学校 国語Ａ８六－２「歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むこと」
（大河原管内正答率4９.６％ / 全国正答率６３.０％）

過去にも同様の問題が出されました。授業改善のヒントが見えてくるかもしれません。（※裏面参照）

指導班だより

～ Let's try ! ～学力向上に向けて

○全国の解答類型
１「とおさざるなし」と解答 （６３．４％）
２「とおさざるなし」の意味を解答（１３．１％）
３上記以外 （１６．２％）
４無解答 （ ７．２％）
○考察
「現代仮名遣い」と「現代語訳」を混同している生

徒が多いと考えられます。

●管内の半数もの生徒
が，正解できなかったの
はなぜでしょうか。

●生徒たちが，このよう
な間違いをしないように
するためには，どのよう
な授業をすればよいでし
ょうか。



平成２１年度全国学力・学習状況調査
中学校 国語Ａ８五－１ 「徒然草」の冒頭部分の問題から

「歴史的仮名遣い」を「現代仮名遣い」に直す問題については，「みやぎ単元問題ライ
ブラリー」の「中学１年国語 古文１ 古典の仮名遣い」にも掲載されています。印
刷すればそのまま授業でも活用できます！中学校においては，どの学年の生徒にも，活
用できます。

平成２１年度も，「現代仮名遣い」と「現代語訳」の混同が見られたため，宮城
県でも「単元問題ライブラリー」作成に生かしました。

平成２１年度は，現代仮名遣い
に直す問題よりも，訳を抜き出す
問題の方が正答率が低いという課
題が見られ，改善が図られました。

平成２１年度の全国学力学習状
況調査でも同様の問題が出題され
ています。
そのときの全国正答率は７５.９

％，宮城県の正答率は７５.６％で，
全国とのかい離は０.３という結果
でした。
誤答反応についても「意味」を

答えた生徒が今回同様見られまし
た。

授業改善のポイント

「歴史的仮名遣い」
を「現代仮名遣い」に
直す問題は，基本を押
さえることができれ
ば，確実に習得できま
す。
「単元問題ライブラ

リー」には他の問題や，
解答，解説もあります。
「学習の振り返り」な
どに，ぜひご活用くだ
さい。


